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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
て
、

受
付
開
始
。

99999
時時時時時
　

　
先
生
方
の
開
講
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
の
方
々
の
自
己
紹
介
。

イ
ン
ト
ラ
・
事
務
局
の
自
己

紹
介
。
日
程
説
明
。

1010101010
時時時時時
　

　
島
﨑
先
生
か
ら
樹
木
検
索
に

つ
い
て
、
簡
単
な
説
明
を
受

け
た
後
、
小
屋
の
横
の
林
で

樹
木
散
策
。
樹
の
種
類
を
覚

え
る
に
は
…
検
索
方
法
に

沿
っ
て
…
い
や
い
や
感
覚
的

に
…
さ
て
、
あ
な
た
は
？

1212121212
時時時時時
　

　
小
屋
に
て
昼
食

11111
時時時時時
　

　
班
分
け
の
後
、
プ
ロ
ッ
ト
調

査
へ
。
現
場
は
、
小
屋
の
す
ぐ

裏
手
の
（
旧
）
日
影
区
有
林
。

そ
こ
で
20
ｍ
四
方
の
標
準
地

毎
木
調
査
。
胸
の
高
さ
で
直

径
を
。
梢
を
狙
っ
て
樹
高
を
。

22222
時時時時時
4545454545
分分分分分
　

　
デ
ー
タ
整
理
。
相
対
的
な
、
樹

幹
と
樹
幹
の
距
離
を
、
上
層
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催
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催
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催
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催
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『
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あ
、

『
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あ
、

『
さ
あ
、

『
さ
あ
、

『
さ
あ
、
森
づ
く
り
へ
』

森
づ
く
り
へ
』

森
づ
く
り
へ
』

森
づ
く
り
へ
』

森
づ
く
り
へ
』

　
樹
は
、
光
合
成
を
し
て
栄
養
を

作
り
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
背

が
年
々
伸
び
て
い
く
の
で
、
枝
を

伸
ば
し
葉
を
増
や
さ
な
い
と
大

き
く
な
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
常
に

枝
が
伸
ば
せ
る
空
が
必
要
。
空
間

を
測
る
の
は
困
難
な
の
で
、
木
と

木
の
距
離
と
、
樹
の
高
さ
を
目

安
に
、
森
を
み
つ
め
て
…
。

　「
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
樹
を

知
り
ま
し
ょ
う
と
、
樹
木
分
類
」

・「
直
径
を
、
樹
高
を
測
っ
て
、森

の
診
断
」
・
「
丸
太
を
伐
っ
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
練
習
。
つ
る

樹
高
と
の
比
率
で
…
。
二
班

と
も
10
年
後
の
上
層
樹
高
を

25
ｍ
と
予
測
し
、
そ
の
と
き

の
S
ｒ
を
20
と
す
る
と
、
プ

ロ
ッ
ト
内
の
保
残
木
数
は
16

本
と
な
っ
た
。

44444
時時時時時

　　　　　
各
班
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

施
業
計
画
立
案
に
つ
い
て
、

島
﨑
先
生
か
ら
の
講
義
。

55555
時時時時時
1515151515
分分分分分
　

　
先
生
方
の
講
評
、
と
り
あ
え
ず

一
日
目
終
了
。
温
泉
へ
行
く

も
よ
し
、
小
屋
の
コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
風
呂
で
汗
を
流
す
の
も

よ
し
。

66666
時
過
ぎ

時
過
ぎ

時
過
ぎ

時
過
ぎ

時
過
ぎ

　
食
材
の
準
備
が
整
い
、
小
屋
の

前
で
は
、
炭
に
火
が
つ
き
、
な

ん
と
な
く
交
流
会
に
突
入
。

終
了
予
定

時
刻
は
8

時
30

分
だ

け
れ
ど
…
。

を
蝶
番
に
伐
倒
を
し
た
ら
、
枝
を

払
っ
て
玉
切
り
造
材
。」・「
ウ
ィ

ン
チ
で
寄
せ
て
集
め
て
簡
単
集

材
」
…
三
日
間
と
い
う
時
間
の
中

に
、
あ
ま
り
に
ぎ
っ
し
り
と
、
詰

め
込
み
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
…
人
が
森
を
育
む
た
め
の
、
間

伐
。
そ
の
一
連
を
鷲
掴
み
し
て
放

さ
ず
、
あ
っ
ち
の
森
で
こ
っ
ち
の

森
で
、
相
対
幹
距
比
の
森
づ
く
り

を
、
是
非
。

梢をめがけて…

大きな樹も なんのその

ほう、ホウ、朴

保残木、マーク！
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次
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回
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次
回
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予
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次
回
以
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定
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、
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、
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十
回
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回
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回
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回
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伐
　
出

　
　
伐
　
出

　
　
伐
　
出

　
　
伐
　
出

　
　
伐
　
出

　
伐
っ
た
木
を
山
か
ら
出
す
事

で
す
。
携
帯
型
の
？
ウ
イ
ン
チ

付
き
機
械
で
集
材
し
ま
す
。

キ
ャ
タ
ピ
ラ
や
タ
イ
ヤ
の
林
内

作
業
車
で
の
搬
出
も
し
て
み
ま

し
ょ
う
。  

　
8
時
30
分
、
島
﨑

先
生
の
小
屋
集
合
。
28
日
が
島

﨑
先
生
、
29
日
が
保
科
先
生
の

担
当
で
す
。

　
な
お
28
日
・
29
日
と
も
に
、
小

屋
前
の
鳩
吹
公
園
に
て
、「
ま
ほ

ら
伊
那
地
球
元
気
村
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
人
が
来
園
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
駐
車
場
等
ご
注
意
下

さ
い
。

し
っ
か
り
受
け

口
・
追
い
口
・
つ

る
。

1111111111
時時時時時

　「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」

と
い
う
ウ
ィ
ン
チ

に
ア
ー
ム
が
付
い

た
機
械
で
集
材
を

体
験
。
携
帯
型
な

の
で
ど
こ
で
も
簡

単
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
。
意
外
と
力
持

ち
？

1212121212
時時時時時

　
土
場
に
て
昼
食
。
昼
休
み
を
利

用
し
て
、
ぶ
り
縄
の
特
別
講

義
が
…
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　

 
 

島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

島
﨑
先
生
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

体
操
を
し
て
か
ら
現
場
へ
。

99999
時時時時時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨
日
の
プ
ロ
ッ
ト
内
で
、、、、、
保

残
木
を
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
。

1010101010
時時時時時
　

 
 

林
道
脇
に
丸
太
が
積
ま
れ
た

土
場
に
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
始
動
方
法
と
造
材
を
班
毎

に
。
チ
ョ
ー
ク
の
位
置
で
ブ

ル
ン
と
爆
発
、
半
チ
ョ
ー
ク

で
始
動
後
す
ぐ
に
ス
ロ
ッ
ト

ル
開
。
造
材
は
、
体
勢
を
整
え

て
下
刃
伐
り
か
ら
上
刃
伐
り

に
、
ま
わ
し
伐
り
。

1111111111
時時時時時

 
 

各
班
早
く
も
伐
倒
方
法
の
説

明
へ
。

1212121212
時時時時時
　

 
 

土
場
に
戻
り
昼
食
。
昼
休
み

に
、
近
く
の
ク
ヌ
ギ
の
樹
に

集
ま
っ
て
い
る
昆
虫
観
察
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
や
ル
リ
タ
テ

ハ
な
ど
の
蝶
・
カ
ブ
ト
や
ミ

ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
・
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
も
い
る
〜
。

11111
時時時時時
　

 
 

伐
倒
再
開
。
倒
す
方
向
の
選

択
か
ら
受
け
口
・
追
い
口
・
つ

る
。
伐
っ
た
木
の
枝
を
払
っ

て
、
玉
切
り
造
材
。

44444
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
途
中
何
回
か
休
憩
を
取
り
な

が
ら
今
日
の
作
業
を
終
え
、

小
屋
へ
。
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時時時時時
3030303030
分分分分分
　

　
鳩
吹
公
園
の
芝
生
の
上
で
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
。
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時時時時時
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保
科
先
生
の
講
評
、
解
散
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　

　 

島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

先
生
方
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

今
日
も
体
操
を
し
て
か
ら
現

場
に
向
か
う
。

99999
時時時時時

     

　
伐
倒
の
つ
づ
き
。
今
日
も

幌にて、小さな葉っぱ展覧会

悩ましげな S ｒ

1313131313
時時時時時

　
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク
タ
に
よ
る

集
材
を
見
学
。
車
体
に
似
合

わ
ず
木
の
間
を
抜
け
て
丸
太

ま
で
。
丸
太
を
引
き
寄
せ
た

ま
ま
搬
出
し
て
ゆ
く
。

1414141414
時時時時時

　
土
場
に
戻
り
、
島
﨑
先
生
か

ら
、
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た

伐
倒
の
方
法
を
簡
単
に
説
明

し
て
頂
き
、
現
場
作
業
を
終

了
。

1414141414
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
先
生
方
の
講
評
。
こ
れ
に
て
集

中
コ
ー
ス
夏
の
部
を
終
了
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
岩
下
さ
ん
、
奥
村
さ

ん
、
高
橋
（
佐
）
さ
ん
、
高
橋

（
庄
）
さ
ん
、
田
口
さ
ん
、
内

藤
さ
ん
、
長
岡
さ
ん
、
中
神
さ

ん
、
中
村
さ
ん
、
藤
田
さ
ん
、

宮
島
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
後
藤
、
早
川
、

坂
野

輪切りから始めましょう

セイレイ産ひっぱり「たこ」
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見
　
学
　

　
　
　
見
　
学
　

　
　
　
見
　
学
　

　
　
　
見
　
学
　

　
　
　
見
　
学
　

　
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
材
木

は
ど
ん
な
ル
ー
ト
で
ど
こ
へ
行

く
の
か
。

　
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の

木
材
市
場
や
建
具
屋
さ
ん
の
見

学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
小
屋

集
合
で
す
。

　

稜
線
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
い
く

姿
が
見
え
て
く
る
頃
に
人
々
の

生
活
も
始
ま
る
の
だ
ろ
う
。

　
伊
那
谷
に
は
天
竜
川
を
挟
ん

で
両
側
に
河
岸
段
丘
が
あ
る
。

昔
の
集
落
は
、
天
竜
川
に
真
近

い
段
丘
の
下
と
中
央
ア
ル
プ
ス

の
山
麓
部
に
並
ん
で
形
作
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
河
岸
段
丘
そ

の
も
の
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の

山
地
か
ら
の
崩
落
土
と
御
嶽
山

の
火
山
灰
で
構
成
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
水
持
ち
が
悪
く
生
活

や
稲
作
の
た
め
の
水
が
得
ら
れ

な
い
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
水
田
は
、
天
竜
川
の
両
岸
の

低
地
帯
で
は
川
の
用
水
を
利
用

し
て
栽
培
さ
れ
、
一
方
山
麓
部

で
は
冷
た
い
川
の
水
や
湧
き
水

を
い
っ
た
ん
溜
め
池
に
引
き
、

水
温
を
上
げ
た
後
に
田
に
引
き

入
れ
る
方
法
で
稲
を
栽
培
し
て

い
た
。
江
戸
時
代
は
ま
だ
レ
ン

ゲ
の
施
肥
効
果
が
認
識
さ
れ
て

伊那谷に思う伊那谷に思う伊那谷に思う伊那谷に思う伊那谷に思う
　　　増井　啓治　　　増井　啓治　　　増井　啓治　　　増井　啓治　　　増井　啓治

い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
の
で
、

肥
料
の
原
料
は
も
っ
ぱ
ら
草
原

の
草
と
樹
木
の
枝
・
葉
と
落
枝
・

落
葉
で
あ
り
、
高
級
肥
料
と
し
て

木
曽
馬
の
厩
肥
で
あ
っ
た
。
こ
の

厩
肥
を
作
る
た
め
に
当
然
毎
日

馬
に
草
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

飼
料
の
草
は
春
か
ら
夏
ま
で
河

岸
段
丘
の
採
草
地
で
刈
ら
れ
て
、

馬
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
河

岸
段
丘
部
は
樹
木
の
な
い
一
面

の
草
原
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
冬

場
の
飼
料
と
し
て
は
、
秋
に
集
落

一
斉
で
山
の
採
草
地
で
一
冬
分

の
草
を
刈
っ
て
い
た
。
刈
っ
た
草

は
屋
根
裏
で
保
管
さ
れ
春
ま
で

の
馬
の
餌
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

大
面
積
の
山
の
採
草
地
が
必
要

と
な
り
、
山
麓
の
集
落
か
ら
中
央

ア
ル
プ
ス
の
稜
線
ま
で
一
面
の

草
場
が
広
が
っ
て
い
て
、
現
在
の

よ
う
な
森
林
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
霧
が

峰
の
草
原
が
昔
の
草
刈
場
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
思
え
ば
、
山
の
一

面
の
草
場
が
想
像
で
き
る
だ
ろ

う
。
草
場
の
面
積
は
田
畑
の
面
積

の
十
倍
か
ら
二
十
倍
は
必
要
で

あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
農
業

生
産
の
た
め
に

は
、
樹
木
の
落

枝
・
落
葉
も
重
要

な
自
然
肥
料
で

あ
る
。
ま
た
春
の

耕
起
の
と
き
に

水
田
の
土
の
通

気
性
を
上
げ
る

た
め
に
樹
木
の

枝
が
漉
き
こ
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

刈
敷
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
落

枝
・
落
葉
や
刈
敷
の
た
め
に
は
、

集
落
共
有
の
入
会
地
の
山
が
そ

の
目
的
の
た
め
に
配
置
さ
れ
て

い
た
。
農
業
用
の
道
具
に
は
木
の

材
料
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
も

山
の
木
に
頼
っ
て
い
た
。
農
業
生

産
以
外
に
人
々
の
生
活
に
は
、
燃

料
が
必
要
と
な
る
。
薪
の
た
め
に

は
ナ
ラ
の
萌
芽
更
新
を
利
用
し

た
薪
炭
林
が
あ
り
、
集
落
ご
と
に

決
め
ら
れ
た
林
を
十
数
年
か
ら

二
十
数
年
の
サ
イ
ク
ル
で
循
環

さ
せ
て
薪
と
し
て
冬
の
初
め
に

伐
っ
て
い
た
。
家
屋
の
建
設
や
補

修
の
た
め
の
材
木
や
屋
根
の
萱

を
得
る
た
め
の
材
料
は
、
集
落
の

裏
に
人
工
林
を
設
け
た
り
、
萱
場

に
は
地
味
の
悪
い
と
こ
ろ
に
ス

ス
キ
原
を
作
っ
て
い
た
。
要
約
す

る
と
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

農
村
の
景
観
は
、
水
の
得
ら
れ
る

地
に
集
落
が
あ
り
水
田
と
畑
が

あ
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
一
面
の

草
場
が
広
が
り
、
山
も
稜
線
ま
で

草
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

景
観
の
一
部
に
樹
木
が
点
在
す

る
と
い
う
農
業
生
産
の
た
め
に

機
能
的
に
配
置
さ
れ
た
自
然
景

観
が
、
江
戸
時
代
の
伊
那
谷
の
景

観
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
人
々
は
伊
那
谷
の
経

済
社
会
の
中
で
、
自
然
の
恵
み
を

最
大
限
に
利
用
し
、
現
代
人
が
見

れ
ば
自
然
の
破
壊
と
思
え
る
ほ

ど
に
自
然
を
収
奪
し
て
生
活
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昔

の
伊
那
谷
の
人
々
は
自
然
を
破

壊
し
尽
さ
な
か
っ
た
。
人
々
は
自

ら
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
を
定
め
、

そ
れ
を
厳
格
に
守
る
こ
と
で
、
一

年
間
の
草
や
樹
木
の
成
長
量
に

見
合
っ
た
生
産
量
を
自
然
か
ら

得
て
自
ら
の
経
済
社
会
を
持
続

し
て
い
く
知
恵
を
併
せ
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
に
は｢

あ
と
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ｣

と
い
う
廃
棄
物
に
関

し
て
の
困
っ
た
言
い
回
し
が
あ

る
。｢

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な

れ｣

と
い
う
ほ
ど
に
、
日
本
列
島

の
自
然
は
廃
棄
物
を
効
率
良
く

分
解
し
て
、
山
や
野
の
養
分
と
し

て
き
た
。｢

あ
と
は
水
に
流
す｣

と

い
う
言
い
回
し
も
同
様
に
豊
富

な
水
資
源
が
汚
れ
を
薄
め
て
く

れ
て
、
ま
た
利
用
可
能
な
水
に
戻

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
の

動
植
物
資
源
に
頼
っ
て
い
る
限

り
、
日
本
列
島
の
自
然
条
件
は
そ

れ
ら
の
言
い
回
し
を
可
能
に
す

る
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
日
本

語
の
自
然
と
い
う
漢
字
は
、｢

お

の
ず
と
な
る｣

と
い
う
意
味
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
は
だ
れ
そ

れ
が
創
造
し
た
も
の
で
は
な
く

て
、
自
然
自
ら
が
自
分
の
力
で
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
理
解
の
仕
方
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
人
間
は
自
然
の
一
部
と
し
て

自
然
の
中
で
他
の
自
然
物
と
共

存
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は

生
ま
れ
て
も
、
人
間
の
自
然
に
対

す
る
責
任
と
い
う
考
え
方
は
生

ま
れ
て
こ
な
い
。
一
方
、
西
欧
諸

国
に
お
い
て
は
、
一
神
教
の
教
え

に
従
い
、
自
然
は
創
造
主
が
作
っ

た
も
の
で
、
人
間
は
神
と
の
契
約

に
よ
り
自
然
を
自
ら
の
目
的
の

た
め
に
自
由
に
利
用
で
き
る
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
。
あ
る
い
は

ま
た
人
間
は
神
か
ら
自
然
の
管

理
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然

を
正
し
く
管
理
す
る
こ
と
は
人

間
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
が
う
ま
れ
て
く
る
。
一
神
教

は
、
自
然
条
件
の
大
変
厳
し
い
場

所
で
、
そ
し
て
多
民
族
の
軋
轢
が

大
変
激
し
い
地
で
生
ま
れ
て
い

る
。
日
本
に
明
治
以
降
に
西
欧
の

科
学
技
術
文
明
が
入
っ
て
き
て
、

日
本
の
経
済
社
会
を
席
捲
し
た

と
き
に
、
日
本
人
は
い
か
な
る
自

然
観
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
か

は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私

に
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
日
本
人

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
観
と
西
欧

の
自
然
観
の
、
自
分
に
と
っ
て

「
い
い
と
こ
ど
り
」
を
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
日
本
人
は
自
然
と
共
生
し

て
い
く
文
化
を
も
っ
て
い
る
と

い
う
過
去
の
遺
物
を
免
罪
符
と

し
て
、
人
間
は
自
然
を
と
こ
と
ん

 

朝
は
、
空
が
白
み
始
め
る
前
、
伊

那
谷
の
大
気
が
じ
っ
と
息
を
凝

ら
す
こ
ろ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
が
一

段
と
増
し
て
い
く
中
で
始
ま
っ

て
い
く
。
そ
し
て
、
朝
の
光
が
中

央
ア
ル
プ
ス
の
将
棋
頭
の
頂
を

染
め
る
こ
ろ
に
は
、
鳥
た
ち
も
今

日
一
日
の
生
命
の
糧
を
求
め
て

飛
び
立
つ
の
か
、
静
か
な
時
間
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
色

濃
く
な
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
が
山
の

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回
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枝
打
ち

　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
枝
打
ち

　
柱
材
の
高
付
加
価
値
化
を
目

指
す
た
め
に
は
、
間
伐
と
枝
打
ち

の
「
能
動
的
」
育
林
を
…
。

　
枝
打
ち
の
時
期
や
方
法
は
も

ち
ろ
ん
、「
玄
人
の
道
具
」
も
お

見
逃
し
な
く
。
ま
た
木
登
り
は
自

分
で
作
っ
た
ぶ
り
縄
で
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
小
屋

集
合
。
担
当
は
保
科
先
生
で
す
。
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る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
な
っ

て
、
農
林
生
産
の
拡
大
を
図
る
の

で
は
も
う
遅
い
。
そ
の
た
め
の
準

備
は
今
の
時
点
か
ら
必
要
で
あ

る
。
日
本
農
林
業
の
知
恵
と
技
を

蓄
え
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
今
も
っ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
つ
ら
つ
ら
考

え
て
い
る
う
ち
に
、
経
が
岳
の
向

こ
う
に
陽
が
落
ち
て
ゆ
く
。
な
に

ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
一
日

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
保
障
は
誰
も
し
て
は

く
れ
な
い
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
思

い
と
行
動
の
み

が
頼
り
で
あ

る
。

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
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E-mail:
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今
年
は
雨
も
少
な
く
、
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
梅
雨
入
り
宣

言
す
る
ま
で
は
結
構
降
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
サ
ッ
パ

リ
。
昨
年
は
雨
の
日
が
多
く
、
涼

し
く
、「
こ
の
ま
ま
夏
は
来
な
い

の
か
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
の

で
、
大
違
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、

暑
い
と
は
言
っ
て
も
そ
こ
は
信

州
の
夏
。
日
中
は
か
な
り
暑
く
な

り
ま
す
が
、
夜
は
グ
ッ
と
冷
え
ま

す
。
ま
た
、
日
中
で
も
木
陰
に
入

れ
ば
涼
し
く
、
ジ
ト
ジ
ト
感
も
あ

ま
り
な
し
。
他
県
か
ら
来
ら
れ
た

人
に
と
っ
て
は
天
国
だ
っ
た
の

で
は
？

　
さ
て
、
そ
ん
な
暑
い
日
々
も
、

夏
至
か
ら
一
月
以
上
経
ち
、
日
も

随
分
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
七
日
に
は
も
う
立
秋
。
暑
中

見
舞
い
も
残
暑
見
舞
い
に
変
わ

り
ま
す
。
更
に
お
盆
を
過
ぎ
る
と

秋
の
気
配
が
漂
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
暑
い
夏
も
あ
と
わ
ず
か
。
例

年
、
寒
く
な
る
と
暑
い
夏
が
恋
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に

大
い
に
味
わ
っ
て
お
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　[Kei]
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台
風
十
号
の
動
き
に
ど
き
ど

き
し
な
が
ら
向
か
え
た
今
回
の

集
中
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
今
年
の

酷
暑
そ
の
ま
ま
の
暑
い
三
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
雨
が
あ
ま
り
降

ら
な
い
な
と
思
い
調
べ
て
み
る

と
、
伊
那
で
は
、
平
年
の
二
倍
近

い
降
水
量
を
記
録
し
た
四
月
・

五
月
に
比
べ
て
、
七
月
の
降
水
量

は
、
わ
ず
か
二
十
四
ミ
リ
と
平
年

の
七
分
の
一
だ
そ
う
で
す
。

　
日
中
の
暑
さ
を
癒
す
夕
立
ち

が
恋
し
い
、
今
年
の
夏
で
す
。

利
用
し
つ
く
し
て
も
な
ん
ら
問

題
は
な
く
、
ま
た
人
間
は
技
術
に

よ
り
自
然
を
管
理
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
科
学
技
術

文
明
の
哲
学
を
掲
げ
、
一
方
で
は

人
間
の
自
然
に
対
す
る
責
任
と

い
う
考
え
方
に
は
目
を
瞑
っ
て

き
た
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ゆ
が
ん
だ
自
然
に

対
す
る
哲
学
が
一
般
に
広
く
普

及
し
た
た
め
、
現
代
の
日
本
人
の

自
然
に
対
す
る
捉
え
方
は
混
迷

し
て
い
る
。
特
に
戦
後
の
経
済
成

長
期
以
降
に
は
、
都
市
部
の
重
工

業
へ
の
人
口
の
集
中
と
農
山
村

か
ら
の
人
口
の
流
出
の
た
め
、
多

く
の
人
々
の
暮
ら
す
都
市
部
か

ら
見
え
る
も
の
は
、
埋
め
立
て
ら

れ
た
海
岸
線
で
あ
り
、
護
岸
さ
れ

た
河
川
で
あ
り
、
大
規
模
住
宅
団

地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
都

市
近
郊
の
丘
陵
地
帯
の
景
観
で

あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
人
々
は

身
の
回
り
か
ら
自
然
が
失
わ
れ

て
い
く
こ
と
に
気
づ
き
は
し
て

い
く
が
、
本
来
の
自
然
か
ら
か
け

離
れ
た
日
常
生
活
か
ら
、
求
め
る

自
然
と
い
う
も
の
が
テ
レ
ビ
に

映
さ
れ
る
映
像
と
し
て
の
自
然

で
あ
り
、
観
光
の
対
象
と
し
て
の

自
然
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

日
本
人
の
自
然
観
は
観
念
的
な

自
然
観
で
あ
る
と
い
う
状
況
が

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
美
し

い
自
然
は
守
ら
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
日
々
の
快
適
な
生
活

は
よ
り
重
要
な
も
の
と
し
て
捉

え
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
現
代

の
日
本
人
の
自
然
観
の
特
徴
は

そ
の
ゆ
が
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
公
園
の
緑
の
芝
生
を
見
て
、

日
本
人
は
自
然
の
豊
か
な
公
園

と
喜
ぶ
、
一
方
今
の
ド
イ
ツ
人
は

同
じ
公
園
を
見
て
、
グ
リ
ー
ン
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に

は
、
自
然
に
対
す
る
理
解
の
仕
方

に
お
い
て
、
二
十
年
か
ら
三
十
年

の
西
欧
に
対
す
る
日
本
の
遅
れ

を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

　
二
十
一
世
紀
に
は
、
人
間
は
自

然
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
地
球
の
人

口
は
、
約
六
十
二
億
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。
二
十
一
世
紀
半
ば
に
は

そ
の
人
口
は
百
億
人
に
も
達
す

る
と
い
う
試
算
す
ら
あ
る
。
そ
の

と
き
地
球
の
人
間
社
会
は
何
を

求
め
ら
れ
る
の
か
。
食
料
供
給
の

問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
問

題
、
森
林
資
源
の
問
題
、
環
境
の

問
題
等
々
と
課
題
は
山
積
み
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る

上
で
、
私
は
三
つ
の
重
要
な
観
点

が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
第
一

は
、
二
十
世
紀
の
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
経
済
社

会
構
造
と
決
別
す
こ
と
で
あ
る
。

二
十
世
紀
の
驚
異
的
な
科
学
技

術
文
明
の
進
展
は
、
そ
の
代
償
と

し
て
二
十
一
世
紀
に
環
境
問
題

を
負
の
遺
産
と
し
て
残
し
た
。
二

十
一
世
紀
は
こ
の
課
題
に
い
か

に
答
え
を
出
す
か
の
視
点
で
物

事
を
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
二
十
世
紀
型
の
経
済
社
会
構

造
と
決
別
し
、
持
続
可
能
な
経
済

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
。
第
二
は
、
現
代

文
明
は
地
球
上
の
ど
こ
で
も
適

用
で
き
、
世
界
を
ひ
と
つ
の
も
の

と
捉
え
る
科
学
技
術
文
明
で
あ

る
。
一
方
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

根
ざ
し
た
固
有
の
文
化
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
地
域
性
と
地
域
文
化

を
重
要
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二

十
世
紀
の
経
済
社
会
は
、
飽
く
こ

と
な
く
利
潤
を
追
求
す
る
国
際

資
本
の
思
惑
に
よ
り
、
各
地
域
の

独
自
性
は
廃
棄
さ
れ
、
均
一
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
。
こ
れ
が
行

き
着
く
と
こ
ろ
に
二
十
一
世
紀

の
世
界
の
安
寧
は
期
待
で
き
な

い
。
む
し
ろ
、
各
地
域
各
国
各
地

方
の
独
自
性
こ
そ
が
将
来
世
代

に
引
き
継
ぐ
べ
き
文
化
で
あ
る

と
い
う
観
点
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
。
第
三
は
、
合
意
の
形
成
で

あ
る
。
世
界
の
各
地
域
間
の
合
意

の
形
成
、
現
代
世
代
と
将
来
世
代

の
合
意
の
形
成
で
あ
る
。
南
北
問

題
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
か

ら
久
し
い
が
、
こ
の
問
題
が
緩
和

さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
固

定
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
国

内
に
限
っ
て
も
、
都
市
と
農
山
村

の
あ
い
だ
に
は
著
し
い
富
の
不

均
衡
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な

地
域
間
の
格
差
を
い
か
に
緩
和

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
地
域
間

の
合
意
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
世

代
の
要
求
を
み
た
す
こ
と
を
目

的
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来

世
代
の
要
求
を
も
同
時
に
満
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
共
に
地
球
環
境
を
共
有

す
る
世
代
間
の
合
意
が
形
成
さ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
私
は
、
こ

れ
ら
の
三
つ
の
視
点
か
ら
二
十

一
世
紀
の
各
種
の
課
題
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
三
つ
の
観
点
、
す
な
わ

ち
持
続
可
能
・
地
域
性
の
重
視
・

合
意
形
成
か
ら
二
十
一
世
紀
の

森
林
の
役
割
を
考
え
て
い
る
と
、

木
材
自
給
率
十
八
％
と
い
う
数

字
が
目
に
浮
か
ぶ
。
現
在
、
世
界

の
森
林
資
源
か
ら
の
供
給
能
力

は
そ
の
需
要
を
上
回
る
。
そ
の
た

め
、
日
本
の
木
材
生
産
は
、
そ
の

価
値
ど
お
り
の
価
格
を
確
保
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
林
野
で
の
労

働
賃
金
は
不
当
に
低
い
。
各
種
補

助
金
を
投
入
し
て
も
こ
の
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
は
今
の
現
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
私
に
は
将
来
の
現

実
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
地
球
の
人
口
が
急
増

し
、
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
気

候
の
変
動
が
到
来
し
、
今
は
地
域

に
よ
り
偏
在
は
あ
る
も
の
の
世

界
規
模
で
見
れ
ば
供
給
が
充
足

し
て
い
る
農
産
物
が
将
来
窮
乏

し
、
そ
の
日
の
水
に
事
欠
く
多
く

の
人
々
が
世
界
各
地
に
増
え
て

く
る
と
い
う
こ
と
が
現
実
問
題

と
し
て
起
こ
っ
て
く
れ
ば
、
日
本

の
農
業
・
林
業
の
価
値
は
は
か

ら
ず
も
向
上
し
、
そ
の
使
命
は

人
々
の
生
存
の
必
須
条
件
と
な


